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■
英
語
班

　

野
沢
北
高
で
私
が
所
属
し
て
い
た

英
語
班
は
、
当
時
30
名
を
越
え
る
大

所
帯
だ
っ
た
。
活
動
の
大
半
は
、
日

輪
祭
で
行
わ
れ
る
英
語
劇
公
演
の
制

作
に
費
や
さ
れ
て
い
た
。

　

劇
の
選
択
と
配
役
は
、
２
年
生
が

中
心
と
な
る
。
私
の
代
は
南
北
戦
争

時
代
の
米
国
を
舞
台
に
し
た
小
説

「
風
と
共
に
去
り
ぬ
」
が
選
ば
れ
た
。

与
え
ら
れ
た
役
は
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
夫

で
野
心
家
、
異
端
児
の
個
性
を
持
つ

レ
ッ
ト
・
バ
ト
ラ
ー
だ
っ
た
。

　

役
作
り
に
と
、
梅
雨
の
季
節
か
ら

口
ひ
げ
を
伸
ば
し
た
。
悪
目
立
ち
を

さ
せ
る
た
め
、
中
央
名
店
で
純
白
の

ス
ー
ツ
を
買
っ
た
。
英
語
の
台
本
は

全
員
の
台
詞
を
暗
記
し
、
ア
ド
リ
ブ

も
い
く
つ
か
加
え
た
。

　

し
か
し
、
肝
心
の
英
語
の
成
績
は

一
向
に
伸
び
な
か
っ
た
。

　

同
級
生
の
中
澤
和
夫
君
が
撮
っ
て

く
れ
た
舞
台
写
真
が
あ
る
。

　

大
学
時
代
の
夏
休
み
に
、
Ｏ
Ｂ
と

し
て
英
語
班
を
訪
れ
た
折
り
の
こ
と
、

後
輩
の
女
子
た
ち
が
昔
の
ア
ル
バ
ム

に
あ
っ
た
私
の
写
真
を
指
さ
し
て
、

「
こ
の
先
輩
に
会
っ
て
み
た
い
」
と
言

う
。
彼
女
た
ち
の
夢
を
壊
す
に
は
忍

び
な
く
て
、「
今
、
目
の
前
に
い
る
ん

だ
け
ど
…
」
と
は
言
え
な
か
っ
た
。

■
母
校
へ

　

大
学
を
卒
業
し
て
都
立
高
の
国
語

教
師
に
な
っ
た
。
何
度
も
母
校
の
夢

を
見
た
。
ト
イ
レ
臭
い
渡
り
廊
下
、

体
育
館
前
の
水
飲
み
場
、
班
室
の
窓

越
し
に
聳
え
る
浅
間
山
、
蓼
科
山
に

光
る
宵
の
明
星
、
夕
風
に
ざ
わ
め
く

校
庭
の
ア
カ
シ
ア
、
岳
南
堂
…
…
。

高
校
生
活
の
傍
ら
に
あ
っ
た
点
景
が
、

夢
で
は
主
役
だ
っ
た
。

　

あ
る
年
、
岳
南
み
す
ず
会
と
い
う

集
ま
り
か
ら
誘
い
を
受
け
た
。
首
都

圏
で
大
学
や
学
校
に
勤
め
る
人
た
ち

の
同
窓
会
で
あ
る
。
八
峰
閣
と
い
う

池
袋
の
旅
館
に
参
集
し
、
会
食
し
て

消
息
を
語
り
合
う
会
で
あ
っ
た
。

　

席
上
、
校
長
を
務
め
る
先
輩
が
、

新
人
の
私
に
し
み
じ
み
つ
ぶ
や
い
た

言
葉
が
あ
る
。

 

「
若
い
君
に
は
分
か
ら
ん
だ
ろ
う
が
、

こ
の
歳
に
な
る
と
ね
、
佐
久
に
帰
り

た
い
と
い
う
思
い
が
募
る
の
だ
よ
」

　

こ
の
言
葉
が
ず
っ
と
心
の
片
隅
に

残
っ
た
ま
ま
、
都
立
高
校
で
15
年
の

月
日
が
過
ぎ
た
。

　

そ
の
後
、
私
は
、
縁
あ
っ
て
信
州

大
学
教
育
学
部
に
転
職
す
る
。
そ
れ

か
ら
20
年
間
、
国
語
科
教
育
研
究
と

教
員
養
成
に
打
ち
込
ん
で
き
た
。
輩

出
し
た
国
語
教
育
分
野
の
学
生
は
６

０
０
名
を
超
え
、
大
半
は
長
野
県
内

で
教
師
と
な
っ
て
い
る
。

　

信
州
大
学
に
異
動
し
て
６
年
後
、

野
沢
北
の
進
路
指
導
部
か
ら
電
話
が

あ
っ
た
。
蒔
田
芳
明
先
輩
だ
っ
た
。

私
が
所
属
し
て
い
た
班
の
５
年
上
に

あ
た
る
先
輩
で
、
大
学
受
験
や
採
用

試
験
の
際
、
何
度
も
自
分
の
部
屋
に

泊
め
て
く
れ
た
恩
人
で
あ
る
。

　

こ
ん
な
依
頼
だ
っ
た
。

「
母
校
の
可
愛
い
後
輩
の
た
め
に
、

進
路
講
演
を
や
っ
て
く
れ
な
い
か
」

　

都
立
高
の
教
師
時
代
に
見
た
夢
を

思
い
出
し
た
。
む
ろ
ん
快
諾
し
た
。

　

蒔
田
先
輩
が
野
沢
北
を
出
た
後
も
、

叔
父
の
原
田
憲
三
（
故
人
）
が
着
任

し
た
り
、
大
学
の
先
輩
だ
っ
た
田
澤

直
人
さ
ん
が
校
長
に
な
っ
た
り
し
て
、

現
在
ま
で
ほ
ぼ
間
断
な
く
、
母
校
の

進
路
講
演
や
出
前
授
業
を
依
頼
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
間
、
日
輪
祭
で
開
催

し
た
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
に
助
言
者
と

し
て
参
加
し
た
り
、
学
習
合
宿
に
１

泊
２
日
で
参
加
し
た
り
も
し
た
。

　

質
実
剛
健
の
校
風
を
誇
り
に
し
て

い
た
当
時
に
比
べ
、
生
徒
の
様
子
は

柔
ら
か
く
華
や
い
だ
印
象
に
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
と
も
に
野
沢
北
の

一
員
で
あ
る
（
で
あ
っ
た
）
と
い
う

事
実
は
、
私
に
濃
密
な
つ
な
が
り
の

存
在
を
実
感
さ
せ
て
く
れ
て
い
る
。

■
輪
と
縁

　

昨
年
の
４
月
、
私
は
埼
玉
に
あ
る

文
教
大
学
教
育
学
部
に
転
職
し
た
。

現
在
の
専
門
は
、
幼
小
接
続
研
究
で

あ
る
。
高
校
教
師
と
し
て
出
発
し
、

小
・
中
学
校
の
教
員
養
成
に
努
め
て

き
た
自
分
に
と
っ
て
、
残
る
フ
ィ
ー

ル
ド
が
幼
児
教
育
だ
っ
た
。
こ
れ
に

挑
戦
し
て
、
幼
児
期
か
ら
高
校
ま
で

の
18
年
間
を
知
悉
し
て
み
た
い
。
そ

ん
な
思
い
か
ら
選
ん
だ
道
で
あ
る
。

奇
し
く
も
隣
の
研
究
室
に
は
、
同
じ

岳
南
会
員
の
小
野
澤
（
旧
姓
佐
藤
）

美
明
子
教
授
が
い
る
。

　

現
在
の
研
究
テ
ー
マ
の
１
つ
に
、

「
人
は
な
ぜ
輪
に
な
る
の
か
？
」
と

い
う
問
い
が
あ
る
。
幼
児
教
育
か
ら

社
会
生
活
に
至
る
ま
で
、
人
々
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
輪
に
な
っ
た
り

輪
を
描
い
た
り
す
る
。
こ
の
物
理
的

な
形
態
が
持
つ
心
理
的
効
果
と
は
何

か
と
い
う
の
が
研
究
課
題
で
あ
る
。

　

こ
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
母
校
の

出
前
授
業
で
も
、「
輪
の
民
俗
学
」

と
題
し
て
後
輩
た
ち
に
話
し
て
い
る
。

昨
年
は
八
十
二
文
化
財
団
の
『
地
域
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文
化
』
１
３
３
号
で
「
輪
」
が
特
集

さ
れ
、
巻
頭
論
文
に
少
考
を
述
べ
た
。

そ
こ
で
示
し
た
心
理
的
効
果
の
１
つ

に
、
次
の
も
の
が
あ
る
。
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こ
の
心
理
的
効
果
は
、
必
ず
し
も

物
理
的
な
形
態
を
伴
わ
な
い
。
人
間

関
係
の
円
満
さ
と
か
、
文
化
伝
統
の

継
承
と
い
っ
た
精
神
的
な
次
元
で
、

我
々
は
共
時
的
あ
る
い
は
通
時
的
に

輪
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
互
い
に
信
頼
関
係

で
む
す
ば
れ
た
民
主
的
な
共
同
体
が

生
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
「
輪
」
の
同
訓
に
「
和
」
が
あ
り
、

「
輪
」
と
同
じ
形
状
を
表
す
「
円
」

の
同
音
に
「
縁
」
が
あ
る
よ
う
に
、

人
は
輪
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て

つ
な
が
り
合
い
、
和
や
か
な
日
常
を

生
き
る
。
そ
こ
に
は
過
去
と
現
在
と

を
つ
な
ぐ
人
の
縁
が
あ
っ
て
、
実
在

と
安
定
に
満
ち
た
共
同
体
を
生
む
。

宣
長
の
歌
に
由
来
す
る
校
章
に
も
、

輪
の
精
神
は
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
会
報
へ
の
寄
稿

を
依
頼
し
て
く
れ
た
伴
野
健
一
君
は
、

私
と
同
じ
75
回
生
で
あ
る
。
彼
を
初

め
、
現
在
の
野
沢
北
に
は
小
学
校
か

ら
同
級
生
だ
っ
た
白
石
克
典
君
、
信

州
大
学
で
の
教
え
子
だ
っ
た
澤
田
浩

文
君
が
い
る
。
か
か
る
縁
が
輪
に

な
っ
て
、
後
輩
た
ち
と
出
会
う
機
会

に
恵
ま
れ
て
い
る
。

　

思
え
ば
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
縁
に

よ
っ
て
母
校
と
つ
な
が
っ
て
き
た
。

岳
南
会
と
い
う
輪
が
、
時
間
と
空
間

と
を
ま
た
い
で
、
私
の
人
生
に
深
く

か
か
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
今
後
も

続
い
て
い
く
だ
ろ
う
。

出前授業（2015 年）
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86
回
卒
業
生 

30
周
年
を
迎
え

　

我
々
86
回
卒
業
生
は
卒
業
か
ら
30
周
年

を
迎
え
、
50
の
年
を
重
ね
人
生
の
分
岐
点

に
立
っ
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
経
験
の
無
い
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

不
安
な
状
況
下
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
企
業

や
地
域
社
会
、
ま
た
家
庭
に
お
い
て
多
く

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

30
周
年
記
念
事
業
を
行
う
年
を
迎
え
、

母
校
へ
の
恩
返
し
を
す
る
機
を
得
ま
し
た
。

先
輩
方
か
ら
記
念
事
業
に
関
す
る
資
料
等

を
い
た
だ
き
、
地
元
を
中
心
に
検
討
し
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
同
窓
会
召
集
は

叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

卒
業
か
ら
20
年
を
経
た
年
に
同
窓
会
を

企
画
し
全
ク
ラ
ス
に
声
を
掛
け
ま
し
た
。

そ
の
時
は
90
名
の
参
加
が
あ
り
旧
交
を
温

め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
３
年
後

に
再
び
同
窓
会
を
企
画
し
60
名
が
参
加
。

こ
う
し
た
２
度
の
開
催
経
験
か
ら
絆
を
深

め
て
今
回
の
事
業
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
流
れ

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

在
学
当
時
、
切
磋
琢
磨
し
た
３
０
０
名

を
超
え
る
同
級
生
が
そ
れ
ぞ
れ
全
国
各
地

で
活
躍
を
し
て
い
る
こ
と
が
、
お
互
い
の

励
み
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
野
沢

北
高
校
を
卒
業
し
た
こ
と
が
、
時
に
は
助

け
に
な
り
重
圧
に
な
り
、
今
で
は
誇
り
に

な
っ
て
い
る
。
今
回
の
記
念
事
業
は
寄
付

活
動
の
み
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
が
１
つ
と
な
り
、（
歴
代
で
も
多
額

と
な
る
）
母
校
１
２
０
周
年
を
祝
い
、
寄

付
を
届
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。　

　

今
回
の
事
業
に
携
わ
っ
た
多
く
の
友
人

に
感
謝
し
、
１
日
も
早
く
再
び
集
ま
る
機

会
を
得
た
い
と
願
い
ま
す
。
そ
し
て
す
べ

て
の
野
沢
北
高
校
卒
業
生
の
ご
活
躍
と
在

校
生
（
現
役
生
）
の
飛
躍
を
祈
念
致
し
ま

す
。

　

総
会
は
、
恒
例
の
１
月
５
日
、
佐
久
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開
催
。
年
頭
挨
拶
は

髙
見
澤
俊
雄
会
長
、
新
任
の
山
﨑
裕
史
校

長
の
挨
拶
及
び
母
校
近
況
報
告
が
あ
り
、

柳
田
清
二
佐
久
市
長
（
85
回
）
よ
り
祝
辞

を
戴
い
た
。
い
ず
れ
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
の
総
会
開
催
を
多
と
し
、
母
校
創
立
１

２
０
周
年
を
祝
し
、
県
立
高
校
再
編
対
応

に
触
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

議
事
に
入
り
、
議
長
は
由
井
正
巳
佐
久

町
副
支
部
長
（
61
回
）
と
橋
詰
希
望
小
諸

支
部
長
（
64
回
）
が
務
め
、
会
務
報
告
・

決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
・
会
務
計
画
・

会
計
予
算
が
、
順
次
、
原
案
通
り
議
決
さ

れ
た
。

　

議
案
で
は
、
当
面
の
課
題
で
あ
る
母
校

再
編
統
合
問
題
及
び
創
立
１
２
０
周
年
祝

賀
行
事
に
つ
い
て
対
応
を
議
し
、
役
員
改

選
時
期
に
あ
た
り
、
田
原
実
夫
銓
衡
委
員

長
（
60
回
・
臼
田
支
部
長
）
か
ら
銓
衡
結

果
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

〔
退
任
役
員
〕

髙
見
澤
俊
雄
会
長
（
51
回
佐
久
町
）

柳
澤
重
也
副
会
長
（
60
回
・
浅
科
）

篠
原
節
子
副
会
長
（
68
回
・
青
沼
）

﹇
継
続
役
員
﹈

篠
原
秀
郷
副
会
長
（
65
回
・
小
海
）

井
出
亜
夫
副
会
長
（
58
回
・
東
京
）

﹇
新
任
役
員
﹈

吉
岡　

徹　

会
長
（
57
回
・
大
沢
）

　

令
和
３
年
総
会
報
告

田
原
実
夫
副
会
長
（
60
回
・
臼
田
）

木
内
美
穂
副
会
長
（
71
回
・
中
込
）

　

こ
の
後
、
新
会
長
挨
拶
が
あ
り
、
退
任

役
員
へ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　

記
念
講
演
は
、
原
真
人
朝
日
新
聞
編
集

委
員
（
76
回
・
岩
村
田
）
に
よ
り
、
演
題

「
コ
ロ
ナ
禍
と
日
本
経
済
の
行
方
」
の
も

と
、
図
解
活
用
に
よ
り
日
本
経
済
の
現
状

を
分
析
し
、
問
題
点
か
ら
の
脱
却
を
示
唆

す
る
も
の
で
、
フ
ロ
ア
か
ら
の
質
問
も
多

く
、
明
快
な
説
明
に
よ
り
好
評
だ
っ
た
。

　

例
年
の
吹
奏
楽
班
に
よ
る
新
春
演
奏
会

と
新
年
懇
親
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
対
応
の
た

め
自
粛
と
な
っ
た
。

年令３年　会務報告（総会１月５日以降、事務局把握分）

１月５日（火） 第１回役員会・第１回代議員会　令和３年岳南会総会
   於佐久グランドホテル　参加者約80名
   記念講演　原　真人氏（76回卒）　朝日新聞編集委員
   演題｢コロナ禍と日本経済の行方｣
１月23日（土） 120周年記念事業　記念誌部会
１月30日（土） 岳南会ホームページリニューアルオープン
２月  1日（月） 第10回再編検討委員会（同窓会館）
２月19日（金） 岩村田支部総会開催　出席者　12名　会長出席
３月  2日（火） 野沢北高校卒業式　三役出席なし（会長祝辞プリント配布）
３月27日（土） 120周年記念事業　記念行事部会・記念誌部会
３月30日（月） 第11回再編検討委員会（同窓会館）
４月  6日（火） 野沢北高校入学式　三役出席なし(会長祝辞プリント配布)
４月17日（土） 臼田支部総会開催　出席者26名
   正副会長、学校長、事務局出席
４月28日（水） 岳南会ニュース臨時号発送（昨年度協力金賛同者へ）
５月７日 （金） 第12回再編検討委員会（同窓会館）
５月29日（土） 120周年記念事業　総務部会
６月  6日（日） 戦没者等慰霊祭　貞祥寺　三役出席
６月11日（金） 学有林視察　第２回役員会　山林管理委員と懇談会
６月12日（土） 第４回120周年記念事業実行委員会
６月19日（土） 120周年記念事業記念誌部会　　　
７月  6日（火） 第13回再編検討委員会（同窓会館）
７月10日（土） 120周年記念事業　記念行事部会
８月18日（水） 第14回再編検討委員会（同窓会館）
８月20日（金） 第３回役員会（同窓会館）

８月21日（土） 第５回120周年記念事業実行委員会（同窓会館）
８月28日（土） 第２回代議員会（同窓会館）
９月12日（日） 岸野支部総会開催　出席者16名　正副会長、事務局出席
９月18日（土） 120周年記念事業記念誌部会
10月15日（金） 第15回再編検討委員会（同窓会館）
11月15日（月） 第16回再編検討委員会（同窓会館）
11月30日（火） 会計監査（同窓会館）会長、監事、事務局
12月  ４日（土） 野沢支部役員会開催　出席者18名　会長、事務局出席
12月10日（金） 第４回役員会・懇親会（同窓会館、鶴寿司）
12月18日（土） 120周年記念事業　記念誌部会　

会務計画（今後の予定）

１．令和４年 岳南会総会（代議員会あり）
　　1月5日（水） 岳南会総会　10時～代議員会　13時～総会
　　※講演会・懇親会有
　於：佐久グランドホテル　
２．役員会（年４回　１月　６月　８月　12月）
３．代議員会（年２回１月８月）
４．各支部総会（各支部ごとに計画）　
５．再編検討委員会（適宜）
６．１２０周年記念事業実行委員会及び各部会（適宜）
７．岳南会ニュース発行、協力金依頼（12月中旬）
８．「卒業周年記念同窓会」 ； 30周年（88回卒） 　50周年（68回卒）
９．創立１２０周年記念行事　令和４年10月22日（土）
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〈
初
め
あ
る
も
の
終
り
あ
り
〉
と
謂

う
。
こ
の
と
こ
ろ
、
高
齢
に
コ
ロ
ナ
禍

の
奇
妙
な
ゆ
と
り
の
中
、
少
子
化
を
憂

い
つ
つ
、
母
校
の
来
し
方
・
行
く
末
に

思
い
を
馳
せ
て
い
る
。

　

つ
い
最
近
ま
で
、
母
校
の
卒
業
式
の

来
賓
祝
辞
で
は
、
い
つ
も
、
必
ず
〝B

e 
a challenger for your m

ission in 
life.

〞（
自
ら
の
使
命
を
求
め
る
挑
戦

者
た
れ
）
と
励
ま
し
て
き
た
が
、
自
分

自
身
の
使
命
は
、〈
母
校
フ
ァ
ー
ス
ト
〉

に
徹
す
る
こ
と
と
覚
悟
し
て
き
た
。
そ

し
て
、
そ
の
母
胎
を
成
す
も
の
は
薊
沢

の
学
舎
で
得
た
母
校
へ
の
憧
憬
と
矜
恃

に
依
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

　

そ
の
昔
、
入
学
式
の
前
日
、
隣
の
小

林
仁
道
先
輩
（
48
回
）
か
ら
「
俊
坊
、

こ
れ
付
け
て
行
け
や
」
と
云
わ
れ
、
母

校
の
徽
章
を
貰
っ
た
。
旧
制
野
沢
中
学

と
新
制
野
沢
北
高
の
６
年
間
、
授
業
料

を
払
い
、
生
徒
会
長
も
勤
め
た
先
達
で
、

北
大
理
類
に
合
格
し
旅
立
つ
直
前
の
贈

物
で
、
緑
青
の
生
え
た
貫
祿
あ
る
徽
章

で
嬉
し
か
っ
た
。
ま
だ
帽
子
を
被
り
登

校
し
た
時
代
、
翌
日
、
上
級
生
に
呼
出

さ
れ
、
い
い
度
胸
だ
と
揶
揄
さ
れ
、
キ

ン
ピ
カ
の
徽
章
に
替
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　

こ
の
徽
章
（
校
章
）
は
、
国
学
者
本

居
宣
長
の
「
敷
島
の
大
和
心
を
人
問
は

ば
朝
日
に
匂
ふ
山
桜
花
」
の
桜
花
と
光

芒
を
表
象
し
た
も
の
で
、
彼
が
賀
茂
真

淵
と
対
面
し
た
〈
松
坂
の
一
夜
〉
で
の

一
途
さ
と
『
古
事
記
伝
』
48
巻
完
成
の

一
徹
さ
に
は
、
た
だ
た
だ
傾
倒
す
る
ば

か
り
で
あ
る
。

　

大
学
生
活
は
、
浦
和
で
送
っ
た
。

　

詩
作
に
カ
ブ
れ
て
い
た
私
は
埼
玉
県

南
の
同
人
誌
「
朱
樓
」
の
主
催
の
詩
人

槇
晧
志
と
出
会
え
た
。
海
軍
特
攻
隊
震

洋
の
訓
練
中
負
傷
し
、
部
下
は
出
撃
、

自
分
は
生
き
残
っ
た
小
隊
長
で
あ
っ
た
。

も
う
１
人
の
詩
人
は
、
江
田
島
兵
学
校

最
後
77
期
の
生
徒
で
あ
っ
た
。

　

縁
の
始
り
は
「
野
中
」
と
海
軍
兵
学

校
。
２
人
に
は
よ
く
酒
席
を
共
に
さ
せ

て
も
ら
っ
た
が
、
要
は
私
が
、
野
中
の

新
制
校
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
。
長
野
も
埼
玉
も
海
無
し
県
。
そ
の

中
で
常
に
兵
学
校
に
何
人
も
の
優
秀
な

生
徒
を
送
り
込
ん
だ
こ
と
で
兵
学
校
関

係
者
、
特
に
浦
和
中
関
係
者
で
は
、
野

中
が
最
も
注
目
さ
れ
て
い
た
と
云
う
。

野
中
の
先
輩
で
は
、
恩
賜
の
短
剣
組
が
、

栁
澤
蔵
之
助
少
将
、
草
間
四
郎
大
尉
等

が
い
る
が
、
浦
中
で
は
、
70
期
首
席
の

高
柳
育
郎
大
尉
、
い
ず
れ
も
戦
死
。
特

に
高
柳
家
で
は
、
男
子
４
人
戦
死
又
は

阿
波
丸
で
の
戦
没
死
。
槇
先
生
を
中
心

に
墓
守
り
を
し
て
い
た
。
私
も
そ
の
一

隅
に
加
え
て
戴
き
、
卒
業
後
も
ず
っ
と

お
付
き
合
い
が
続
い
て
き
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
母
校
の
縁
で
私
の
人
生
は
、

今
に
至
る
ま
で
ま
さ
に
大
き
な
恩
恵
を

戴
い
て
き
た
。
母
校
に
感
謝
で
あ
る
。

　

そ
の
他
幾
多
の
母
校
の
先
輩
同
輩
諸

氏
も
多
大
な
お
世
話
を
戴
い
た
が
、
退

任
の
辞
を
借
り
て
心
か
ら
感
謝
を
い
た

し
た
い
。

　

こ
の
度
、
２
期
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
同
窓
会
副
会
長
を
退
か
せ
て
頂
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
長
い
歴
史
と
輝

か
し
い
実
績
を
誇
る
野
沢
北
高
校
の
同

窓
会
の
運
営
に
、
微
力
な
が
ら
携
わ
ら

せ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
大
変
光
栄
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。
在
任
中
は
多
く
の

方
々
に
お
教
え
、
お
導
き
を
頂
き
ま
し

た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
こ
の
、
ま
さ
に
佐
久
地
域
の
教

育
を
牽
引
し
て
き
た
本
校
の
名
前
が
、

野
沢
南
高
校
と
の
統
合
に
よ
り
あ
と
数

年
で
な
く
な
り
ま
す
。
大
変
残
念
な
こ

と
で
す
。
し
か
し
私
は
こ
の
変
革
は
、

や
や
停
滞
気
味
の
本
校
に
新
校
と
い
う

新
し
い
ス
テ
ー
ジ
が
与
え
ら
れ
た
も
の

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
折
し
も
時
代
は

嘗
て
な
い
激
変
の
流
れ
の
中
に
あ
り
ま

す
。
流
れ
を
ど
う
捉
え
、
ど
の
よ
う
な

杭
を
打
つ
か
、
こ
れ
は
好
機
で
も
あ
り
、

　

続
い
て
、
時
に
は
砂
塵
舞
う
校
庭
で

２
週
間
、
応
援
練
習
が
行
わ
れ
た
。
こ

こ
で
叩
き
込
ま
れ
て
秀
逸
な
の
は
、

「
学
生
歌
」
と
「
選
手
慰
安
の
歌
」
で
、

作
詞
は
、
前
者
が
秋
山
晴
夫
氏
、
後
者

が
島
崎
栄
蔵
氏
で
、
共
に
岳
南
22
回
生
。

校
歌
無
き
こ
と
を
憂
い
た
13
回
生
が
創

立
25
周
年
（
大
正
15
年
）
を
記
念
し
在

校
生
に
懸
賞
募
集
し
た
際
の
入
選
作

（
第
２
位
・
第
３
位
）
で
、
第
１
位
は

該
当
な
く
校
歌
は
未
定
だ
っ
た
。

　

本
校
で
最
初
に
校
歌
を
作
成
し
た
の

は
臼
田
紀
六
氏
（
第
１
回
生
）
で
、
昭

和
８
年
、
同
窓
生
で
初
め
て
母
校
校
長

と
し
て
赴
任
さ
れ
、
県
教
委
が
紀
元
２

６
０
０
年
を
控
え
て
校
歌
申
請
を
通
牒
。

創
立
40
周
年
も
記
念
し
、
昭
和
15
年
当

初
に
発
表
さ
れ
た
が
、
終
戦
直
後
、
軍

国
的
文
言
も
と
虞
れ
て
か
、
６
年
の
命

だ
っ
た
。
先
生
は
、
晩
年
、
私
達
の
書

道
の
非
常
勤
講
師
で
、
温
顔
に
し
て
鷹

揚
で
あ
ら
せ
ら
れ
た
。

　

現
在
の
「
野
沢
北
高
校
歌
」（
草
野

心
平
作
詞
・
小
山
清
茂
作
曲
）
は
、
昭

和
35
年
、
創
立
60
周
年
記
念
の
制
定
で
、

作
詞
者
を
お
招
き
し
、
２
泊
３
日
、
佐

久
の
地
を
ご
案
内
。
濁
り
酒
濁
れ
る
を

酌
ま
れ
て
の
結
果
で
、
以
後
、
他
に
も
、

同
氏
に
よ
る
同
工
異
曲
の
校
歌
が
多
く

知
見
さ
れ
た
が
、
私
は
、
我
が
母
校
の

校
歌
が
簡
潔
で
格
調
高
く
最
高
と
自
負

し
て
い
る
。

　

終
り
に
、
母
校
の
伝
統
と
し
て
守
り

続
け
た
い
も
の
は
、
平
成
年
代
当
初
か

ら
30
余
年
、
日
輪
祭
最
終
日
に
実
施
さ

れ
て
き
た
「
交
響
曲
第
九
全
校
合
唱
」

で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中
断
も
余
儀
な

く
さ
れ
て
き
た
が
、
全
国
に
誇
り
得
る

母
校
の
宝
と
し
て
琢
き
続
け
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

岳南会
令和４年総会のご案内

日　時
　　　令和 4（2022）年 1月 5日（水）
　総　　会● 13：00～
（議事　会務・会計・創立 120 周年
記念事業・高校再編　規約改正 等）

　記念講演● 14：00～
　　演　題
　　「あの日に帰りたい―野沢北高生だっ
　　  たころの柔らかい脳に戻りたいー」
　　講　師　小泉修一（78回卒）
　　山梨大学医学部教授

場　所
　　　佐久グランドホテル 2F
　　　佐久市中込　☎ 0267-62-0031

連絡先
岳南会事務局（野沢北高校内）
　☎ 070-4306-5364

試
練
で
も
あ
り
ま
す
。
新
校
は
野
沢
北

高
校
の
伝
統
を
継
承
し
、
質
の
高
い
教

育
を
実
践
し
て
、
地
域
の
学
び
の
拠
点

校
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と

に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
加
え
て

こ
の
時
代
で
す
。
社
会
の
変
容
に
伴
う

知
識
体
系
の
変
化
に
対
応
し
た
教
育
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
し
、

ま
た
人
間
形
成
の
面
で
も
、
個
と
し
て

の
自
立
、
他
者
に
対
す
る
想
像
力
、
そ

し
て
俯
瞰
す
る
目
を
涵
養
す
る
こ
と
も

重
要
で
す
。

　

新
し
い
時
代
に
叶
う
力
を
備
え
た
新

校
に
、
こ
の
佐
久
の
地
で
脈
々
と
築
か

れ
て
き
た
野
沢
北
高
校
の
名
門
校
と
し

て
の
歴
史
が
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

旧
制「
野
中
」と「
浦
中
」の
縁

前
副
会
長
　
栁
澤
重
也

同
窓
会
副
会
長
退
任
挨
拶

前
副
会
長
　
篠
原
節
子

岳
南
　
問
わ
ず
語
り

前
会
長
　
髙
見
澤
俊
雄
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令
和
元
年
度
末
、
本
校
は
県
教
育
委

員
会
の
主
管
す
る
標
記
事
業
の
内
、
全

県
で
一
校
、「
卓
越
し
た
探
究
的
学
び
を

推
進
す
る
学
校
」
と
し
て
指
定
を
受
け

ま
し
た
。
平
成
26
年
の
職
員
ア
ン
ケ
ー

ト
「
本
校
生
に
欠
け
て
い
る
物
は
何
か
」

か
ら
始
ま
っ
た
、
本
校
の
「
探
究
」
導

入
の
後
を
追
い
か
け
る
よ
う
な
形
で
全

県
的
に
始
ま
っ
た
「
探
究
的
学
び
」
に

つ
い
て
、
さ
ら
に
研
究
を
深
め
、
広
げ
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、

指
定
１
年
目
の
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
ほ
と
ん
ど
活
動
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

指
定
さ
れ
た
期
間
は
５
年
間
な
の
で
、

今
年
度
こ
そ
は
何
か
形
に
し
た
い
も
の

だ
と
考
え
、
次
の
よ
う
な
目
標
を
立
て

て
取
り
組
み
を
始
め
、
徐
々
に
成
果
が

現
れ
始
め
て
い
ま
す
。

○
未
来
の
学
校
構
築
事
業

　
研
究
開
発
の
目
標

ア
．
普
通
科
探
究
に
お
い
て
、P

roblem
 

B
ased L

earning

（
以
下
Ｐ
Ｂ
Ｌ
と

す
る
）×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
成
し
、
実
施
す
る
。
ま
た
、
そ
の

有
効
性
に
関
わ
る
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
を
図
る
。
さ
ら
に
、
図
書
館

機
能
を
拡
充
し
た
コ
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
の
基
本
機
能
を
整
備
し
、
利

用
者
の
声
に
基
づ
く
改
善
を
進
め
る
。

イ
．
理
数
科
課
題
研
究
に
お
い
て
、
先

端
的
な
研
究
に
取
り
組
む
外
部
の

専
門
機
関
を
訪
問
、
及
び
大
学
教

授
等
の
専
門
性
の
高
い
外
部
人
材

に
よ
る
出
前
講
座
を
実
施
し
、
生

徒
達
の
科
学
的
見
地
を
広
め
る
と

共
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
る
。

ウ
．
探
究
的
な
学
び
を
実
施
す
る
上
で
、

生
徒
の
学
び
に
助
言
や
支
援
を
い

た
だ
く
地
域
の
専
門
性
の
高
い
外

部
機
関
に
協
力
を
要
請
し
、
担
当

者
に
来
校
し
て
も
ら
う
ま
た
は
担

当
者
を
訪
問
す
る
。（
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
へ
の
協
力
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
へ
の
講
師
派
遣
等
）

エ
．
本
校
の
研
究
開
発
に
協
力
・
賛
同
い

た
だ
く
地
域
の
連
携
先
か
ら
「
政

策
」、「
科
学
技
術
」、「
ビ
ジ
ネ
ス
」、

「
市
民
活
動
」
の
４
つ
の
観
点
に
沿

う
外
部
機
関
の
代
表
を
コ
ア
メ
ン

バ
ー
と
し
て
選
出
し
、「
佐
久
地
域

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
仮
）」
の
構
築
に

向
け
て
コ
ア
メ
ン
バ
ー
会
議
を
立
ち

上
げ
、
年
４
回
程
度
実
施
し
、
本
校

の
研
究
開
発
や
学
び
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
改
善
及
び
今
後
協
力
い
た
だ
け
る

外
部
団
体
の
選
定
、
折
衝
に
つ
い
て

話
し
合
い
を
行
う
。
ま
た
、
授
業
参

観
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
、

生
徒
の
進
め
て
い
る
探
究
の
内
容
に

つ
い
て
助
言
い
た
だ
い
た
り
、
今
後
、

生
徒
に
探
究
し
て
欲
し
い
地
域
課
題

を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
提
示
し
て

い
た
だ
い
た
り
す
る
。

オ
．
本
校
の
探
究
的
な
学
び
の
情
報
発

信
の
一
環
と
し
て
、
ま
た
生
徒
が
探

究
し
て
得
た
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
評
価
す

る
場
と
し
て
、
各
種
発
表
会
へ
の
参

加
を
積
極
的
に
促
す
と
と
も
に
、

コ
ア
メ
ン
バ
ー
を
審
査
員
と
す
る
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を

計
画
す
る
。

カ
．
本
校
職
員
が
統
一
の
理
念
で
生
徒
に

指
導
、
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
、

探
究
的
な
学
び
に
お
け
る
指
導
方

法
等
に
つ
い
て
外
部
講
師
を
招
き
、

外
部
講
師
を
招
き
、
年
３
回
程
度
、

職
員
を
対
象
と
す
る
探
究
的
学
び

に
関
わ
る
指
導
法
等
の
研
修
会
を

実
施
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
（
10
月
末
）
の
と
こ
ろ
、
本

校
探
究
係
を
中
心
と
し
た
活
動
の
中
で
、

今
年
度
入
学
生
使
用
に
テ
キ
ス
ト
を
大

幅
に
改
訂
し
、
１
年
次
か
ら
模
擬
的
な

探
究
を
す
る
機
会
を
設
け
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の

手
法
を
活
か
し
た
活
動
の
流
れ
が
整
理

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
11
名
の
コ
ア
メ
ン

バ
ー
（
ほ
ぼ
半
数
が
岳
南
会
員
）
に
よ

る
会
議
を
立
ち
上
げ
、「
佐
久
地
域
コ
ン

県
立
高
校
「
未
来
の
学
校
構
築
事
業
」
報
告

野
沢
北
高
　
探
究
係
　
伴
野
健
一
（
75
回
）

ソ
ー
シ
ア
ム
（
探
究
活
動
協
力
団
体
）」

設
立
に
向
か
っ
て
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実
際
に
外
部

か
ら
意
見
を
頂
く
こ
と
で
、
本
校
の
活

動
が
よ
り
良
い
も
の
に
育
っ
て
い
く
予
感

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

施
設
と
し
て
は
、
北
館
１
階
の
図
書

館
に
最
も
近
い
教
室
を
、「
探
究
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
と
し
て
、
学
習
用
の
椅
子
、
机
、

書
籍
、
Ｐ
Ｃ
な
ど
を
整
え
、
共
同
学
習
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
の
利
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
「
探
究
」
に
関
わ
る
動
き
は
、

高
校
再
編
計
画
に
よ
る
新
校
の
教
育
活

動
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
上
で
も
重
要
な
カ

ギ
を
握
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
岳

南
会
か
ら
の
物
心
両
面
で
の
さ
ら
な
る

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【支出の部】 単位：円
項　　目 支出済額 備　　　　考

会 報 発 行 費 2,319,032 会報印刷費、封筒印刷費、振込用紙印刷費、郵送料等
総 会 費 384,156 会場費、講師謝礼、旧役員感謝状一式、総会案内用往復葉書等
役 員 会 議 費 77,056 三役会、代議員会、会計監査等
支 部 会 議 費 36,000 祝儀、旅費等
高校再編検討会議費 123,000 旅費、活動費等
慶 弔 費 281,179 餞別、香典、卒業証書用ホルダー、新入生校章バッジ等 
財 産 管 理 費 95,480 固定資産税、山林管理費、名義変更費等
クラブ等後援費 239,500 1,000円×193名、全国大会祝儀等
進路指導支援費 600,000 進路指導支援
岳南会館維持管理費 974,109 会館電気料、会館放送機材更新、会館トイレ清掃、非常灯修理費等
事 務 費 760,454 事務職員人件費、事務用品、葉書、封筒、切手等
予 備 費 603,900 岳南会ホームページ管理
合　　計 6,493,866 

令和 3年11月30日
会計監査　篠澤　一平　㊞
　　　　　木内　　清　㊞
　　　　　荻原　泰昭　㊞

会計期間　令和２年11月16日～令和３年11月15日
令和３年度   岳南会 一般会計決算書

収入総額 16,993,650円
支出総額 6,493,866円
差引残額 10,499,784円

【収入の部】 単位：円
項　　目 収 入 済 額 備　　　　考

入 会 金 1,160,000 6,000円×193人（令和3年4月入学生）2,000円（3学年編入生）
卒業生終身会費 2,010,000 10,000円×201人（令和3年3月卒業生）
総 会 会 費 0 
事 務 費 300,000 岳南塾より事務職員人件費補助
岳南会館維持管理費 483,500 2,500円×193人（令和3年4月入学生）1,000円（3学年編入生）
進路指導支援費 483,500 2,500円×193人（令和3年4月入学生）1,000円（3学年編入生）
岳南会活動協力金 4,449,083 郵便局（2,224,353）・コンビニ（2,191,730）・現金（33,000）
繰 越 金 8,020,178 
雑 収 入 87,389 護持会費、名簿代、利息等
合　　計 16,993,650 

整備された探求ステーション



岳南会ニュース第32号 （6）

母校創立 120 周年
記念行事の延期について

令和 3年 10月23日（土）に開催を予定しておりました「創立 120周年記念行事」は、新型コロナウィルスの感染が収束を見せな
い状況下であったため、第 5回実行委員会（８月21日）及び第 2回代議員会（８月28日）において、実施を令和 4年に延期
することに決定致しました。開催を待望していた皆様には残念でございましたが、今秋多くの同窓生の皆様のご臨席を賜りますよう
お願いいたします。尚、変更の概要は次のとおりです。

『
野
沢
北
・
野
沢
南
同
窓
会
連
絡
協
議
会
』

の
活
動

　
『
野
沢
北
・
野
沢
南
同
窓
会
連
絡
協
議

会
（
以
下
、
連
絡
協
議
会
）』
は
、
２
０

２
０
年
11
月
に
発
足
し
、
こ
れ
ま
で
10
回

の
会
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
新
校
の
創

設
に
向
け
て
、
野
沢
南
高
校
同
窓
会
と
連

携
を
深
め
意
思
疎
通
を
図
っ
て
い
く
、
と

い
う
岳
南
会
の
意
思
を
具
現
化
し
た
も
の

で
す
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
２
０
２
１
年
８

月
の
岳
南
会
代
議
員
会
で
承
認
さ
れ
た

「
協
力
し
て
諸
課
題
の
解
決
の
た
め
行
動

し
て
い
く
。」
に
従
っ
て
相
互
に
意
見
交

換
し
な
が
ら
具
体
的
な
活
動
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。
活
動
の
主
要
な
柱
は
次
の
２

点
に
集
約
さ
れ
ま
す
。

①
新
校
の
学
校
像
を
構
想
す
る
。

②
新
校
は
「
新
し
い
校
地
、
校
舎
」
に　

開
設
す
る
、
と
い
う
願
い
を
実
現
す
る
。

　

岳
南
会
再
編
検
討
員
会
は
、
２
０
２
１

年
の
１
年
間
、
こ
の
連
絡
協
議
会
の
推
進

母
体
と
し
て
議
論
を
主
導
す
る
と
と
も
に
、

長
野
県
教
育
委
員
会
の
組
織
し
た
新
校

再
編
実
施
計
画
懇
話
会
に
同
窓
会
長
（
懇

話
会
委
員
）
を
と
お
し
て
意
見
を
反
映
す

る
こ
と
を
活
動
の
主
眼
と
し
て
き
ま
し
た
。

学
校
像
を
構
想
す
る

　

学
校
像
を
構
想
し
、
新
校
に
つ
い
て
共

通
の
理
念
と
目
標
を
持
つ
こ
と
は
、
両
校

同
窓
会
が
最
初
に
克
服
す
べ
き
懸
案
事
項

で
し
た
。
２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
た
県

主
催
の
住
民
説
明
会
で
は
、
野
沢
北
と
野

沢
南
の
統
合
に
つ
い
て
「
新
校
の
イ
メ
ー

ジ
が
持
て
な
い
」「
難
関
大
学
を
め
ざ
す

佐
久
の
中
学
生
は
上
田
に
流
出
し
て
し
ま

う
」
な
ど
、
懸
念
す
る
声
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
も
い
た
の
で
す
。

　

連
絡
協
議
会
で
は
、
２
校
の
平
均
化
で

は
な
く
、
佐
久
に
求
め
ら
れ
る
新
し
い
高

校
を
構
想
す
る
こ
と
を
議
論
の
根
幹
に
据

え
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
確

か
な
学
力
と
豊
か
な
創
造
性
を
育
み
、
生

徒
が
高
い
志
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る

　

佐
久
地
域
の
人
口
減
少
に
伴
い
、
普

通
科
高
校
の
再
編
計
画
が
発
表
さ
れ
、

現
在
、
新
校
の
目
指
す
学
校
像
、
生
徒

像
な
ど
、
そ
の
方
向
性
に
つ
い
て
の
意

見
を
懇
話
会
で
集
約
し
て
い
る
。
こ
こ

で
、
こ
の
件
に
関
わ
る
２
０
２
０
年
か

ら
の
動
き
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
な

お
、
二
〇
年
な
ど
は
二
〇
二
〇
年
と
し

て
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
二
〇
年
一
月

「
佐
久
地
域
の
高
校
の
将
来
像
を
考

え
る
地
域
の
協
議
会
」
か
ら
佐
久
地

域
の
高
校
の
将
来
像
に
つ
い
て
意
見

提
案
が
な
さ
れ
る
。

■
二
〇
年
六
月

佐
久
地
区
再
編
統
合
地
域
説
明
会
実
施

■
二
〇
年
九
月

「
高
校
改
革　

夢
に
挑
戦
す
る
学
び

再
編
計
画
【
一
次
】」
野
沢
北
高
校
と

野
沢
南
高
校
の
再
編
統
合
を
発
表
。

新
校
の
学
校
像
と
し
て
、
例
え
ば
と

前
置
き
が
あ
る
が
、「
卓
越
し
た
探
究

の
学
び
の
拠
点
と
し
、『
地
域
に
根
ざ

し
た
未
来
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
校
』
を

構
想
す
る
。」「
探
究
活
動
を
積
極
的

に
推
進
し
、
生
徒
や
地
域
の
高
度
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
個
別
最
適
な
学
び

を
追
求
す
る
新
た
な
普
通
科
教
育
推

進
校
の
場
と
す
る
。」
と
発
表

■
二
〇
年
一
二
月

第
１
回
佐
久
新
校
再
編
実
施
計
画
懇

話
会
実
施

■
二
一
年
二
月

第
２
回
佐
久
新
校
再
編
実
施
計
画
懇

話
会
実
施
。
こ
の
会
に
野
沢
北
・
野

沢
南
同
窓
会
連
絡
協
議
会
か
ら
期
待

す
る
学
校
像
お
よ
び
、「
深
い
教
養
・

広
い
視
野
・
強
い
意
志
」
を
柱
と
し

学
校
」「
人
格
を
陶
冶
し
、
精
神
力
や
体

力
を
涵
養
し
、
社
会
に
信
頼
さ
れ
、
貢
献

で
き
る
生
徒
を
育
成
す
る
学
校
」
を
『
期

待
す
る
学
校
像
』
と
し
て
公
表
し
ま
し
た
。

（
詳
細
は
岳
南
会
Ｈ
Ｐ
）

　

両
校
の
先
生
方
が
組
織
す
る
「
佐
久
新

校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
に
働
き
か
け

る
と
と
も
に
、
様
々
な
機
会
に
同
窓
会
員

や
地
域
の
皆
さ
ん
に
周
知
し
、
引
き
続
き

理
解
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

新
し
い
校
地
を
希
求
す
る

　

現
在
の
両
校
の
校
地
は
、
Ｊ
Ｒ
小
海
線

中
込
駅
か
ら
い
ず
れ
も
徒
歩
25
〜
30
分
の

遠
距
離
に
あ
り
、
佐
久
の
中
学
生
が
上
田

方
面
に
流
出
す
る
一
因
と
も
な
っ
て
い
ま

す
。
連
絡
協
議
会
で
は
当
初
か
ら
、
新
し

い
校
地
の
可
能
性
に
つ
い
て
具
体
的
な
候

補
用
地
を
調
査
研
究
し
、
そ
の
実
現
に
向

け
て
県
教
育
委
員
会
に
要
望
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
佐
久
市
を
は
じ
め
地
域
の
首

長
や
佐
久
市
選
出
の
県
議
会
議
員
の
皆
さ

ん
の
ご
支
援
も
い
た
だ
い
て
き
て
お
り
ま

す
が
、
実
現
に
は
高
い
壁
が
あ
り
ま
す
。

新
校
再
編
実
施
計
画
懇
話
会
に
付
設
さ

れ
た
校
地
検
討
部
会
の
審
議
を
待
た
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

お
わ
り
に

　

新
校
の
開
校
年
次
は
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
連
絡
協
議
会
が
７
月
に
県

教
育
委
員
会
と
の
間
で
確
認
し
た
今
後
の

日
程
に
よ
れ
ば
、
お
よ
そ
５
年
で
準
備
を

終
え
る
予
定
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

最
大
の
懸
案
で
あ
る
校
地
・
校
舎
に
加
え
、

校
名
、
校
歌
、
設
置
学
科
、
教
育
課
程
、

募
集
年
度
・
学
級
数
な
ど
、
岳
南
会
に
と

っ
て
も
等
閑
で
き
な
い
課
題
が
山
積
し
て

い
ま
す
。

　

再
編
検
討
委
員
会
は
、
今
後
も
岳
南

会
の
意
思
を
丁
寧
に
汲
み
取
り
な
が
ら
課

題
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

岳
南
会
再
編
検
討
委
員
会
委
員
長

篠
原　

秀
郷
（
65
回
）

岳
南
会
再
編
検
討
委
員
会

岳
南
会
再
編
検
討
委
員
会    

活
動
経
過
報
告

活
動
経
過
報
告

た
目
指
す
生
徒
像
が
示
さ
れ
た
。

以
降
、
10
月
現
在
で
、
第
７
回
ま
で

懇
話
会
が
実
施
さ
れ
た
。

　

現
在
、
県
高
校
再
編
推
進
室
か
ら
の

担
当
と
野
沢
北
・
南
の
両
校
の
教
頭
・

職
員
４
名
ず
つ
の
11
名
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
と
し
て
、
両
校
か
ら
の
新
校

に
対
す
る
意
見
集
約
を
基
に
、
話
し
合

い
を
行
っ
て
い
る
。

◎
新
校
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え

・
北
、
南
の
２
校
を
合
わ
せ
た
学
校
を

作
る
の
で
は
な
く
、
新
し
い
コ
ン
セ

プ
ト
で
佐
久
新
校
を
作
り
、
そ
こ
に

２
校
を
統
合
す
る
。

・
地
域
の
期
待
に
応
え
る
進
学
校
に
す
る
。

・
１
学
科
と
し
て
募
集
を
す
る
（
２
学

科
と
す
る
と
、
一
方
が
北
高
の
流
れ
、

他
方
が
南
高
の
流
れ
と
捉
え
ら
れ
か

ね
な
い
）。

◎
目
指
す
生
徒
像
の
柱

・
深
い
教
養
と
真
実
を
見
極
め
る
目
を

持
つ
生
徒

・
自
主
、
自
立
の
精
神
を
持
っ
て
行
動

す
る
生
徒

・
豊
か
な
創
造
力
を
持
ち
、
社
会
貢
献

を
す
る
生
徒

◎
学
び
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

・
探
究
的
な
学
び
を
中
心
に
据
え
る
。

・
ス
ー
パ
ー
探
究
校
で
構
築
す
る
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
を
活
用
す
る
。

・
旺
盛
な
知
的
欲
求
に
応
え
ら
れ
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
工
夫
す
る
。

　

今
後
も
様
々
な
ご
意
見
や
ご
要
望
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
佐
久
新
校
に
対
す

る
意
見
を
ま
と
め
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。　

野
沢
北
高
新
校
準
備
委
員
会
委
員
長

山
下　

純
一
（
74
回
）

高
校
再
編
の
こ
れ
ま
で
の
動
き

１. 期　日：2022（令和４）年 10月 22日（土）
２. 行事内容：変更ありません。記念式典、記念フォーラム、祝賀会を行います。
３. 場所： 新しい式典会場、祝賀会会場を検討します。 

それにともなって、当日日程が若干変わる可能性があります。
４. 関連事業
①TV番組の制作：ABN（学校紹介）は予定通り作成され放映済みです。
　SBC、NBS（式典時）は新しい期日に合わせて制作し放映します。
② 生徒記念品：記念品は今年度中に作成し、現 3年生にも卒業前に贈呈します。
③ 岳澄会美術展覧会：記念行事の一環として開催予定でしたが、令和 3年は
中止しました。

５. その他
① 延期された新しい記念行事の詳細については、令和 4年 4月以降岳南会HP
でお知らせしていきます。
② 延期された新しい記念行事に参加を希望される皆さんは、令和 4年 6月から
7月末日の間に、今年と同様の様式（ハガキ）でお申しこみいただきますよう
お願い致します。

《記念誌の発行について》
　予定どおり、2023（令和 5）年 2月に刊行します。ただし、記念行事の取材記事
も組み入れる予定ですので、若干の遅延が予測されます。
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岳
南
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
本

校
の
進
路
指
導
に
関
し
、
多
大
な
る
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
今
年
も
現
在
の
進
路
状
況
に
つ
い

て
ご
報
告
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
か
ら
移
行
し
、

初
の
実
施
と
な
っ
た
、
令
和
３
年
度
大

学
入
学
共
通
テ
ス
ト
７
科
目
型
全
国
平

均
点
は
、
文
系
５
５
２
点
（
得
点
率

61
・
3
％
）
理
系
５
７
２
点
（
同
63
・

5
％
）
で
し
た
﹇
ベ
ネ
ッ
セ
・
駿
台
デ
ー

タ
ネ
ッ
ト
実
行
委
員
会
予
測
﹈。
本
校
文

系
生
は
５
９
６
点
（
得
点
率
66
・
2
％
）、

理
系
生
は
５
７
８
点
（
64
・
2
％
）
と

な
り
、
前
年
度
同
様
、
全
国
平
均
を
上

回
る
健
闘
を
示
し
ま
し
た
。

▼
卒
業
生
の
概
況

　

令
和
２
年
度
末
に
お
け
る
大
学
合
格

者
数
は
掲
載
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
現
役
生
の
国
公
立
大
学
合
格
者
数

は
80
名
（
う
ち
進
学
者
は
72
名
）
で
し

た
。
難
関
大
学
と
し
て
は
京
都
大
・
一

橋
大
・
名
古
屋
大
・
大
阪
大
に
各
１
名

の
合
格
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
医
学
科

に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
現
役
合
格

に
結
実
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

地
元
の
信
州
大
学
に
加
え
、
筑
波
大
・

富
山
大
各
４
名
と
あ
る
よ
う
に
、
県
外

で
は
近
県
の
関
東
、
北
信
越
方
面
の
大

学
に
挑
戦
す
る
生
徒
が
比
較
的
多
か
っ

進
路
指
導
室
か
ら

大学等合格状況 （2021.4.1 現在）
卒業生数 国公立大学 準大学 私立大学 外国大学等 大 学 計 公立短大 私立短大 短大計 各種／専修 総   計 

201
現 80 0 291 0 371 0 0 0 2 373
過 15 1 64 0 80 0 0 0 0 80
計 95 1 355 0 451 0 0 0 2 453

た
こ
と
が
特
徴
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

ま
た
中
・
後
期
合
格
者
20
名
と
、「
最
後

ま
で
諦
め
ず
に
挑
戦
す
る
」
と
い
う
本

校
生
の
姿
勢
も
継
続
し
て
示
す
こ
と
が

で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

私
立
大
学
進
学
者
は
前
年
度
よ
り
７

名
増
え
85
名
で
し
た
。
卒
業
生
数
に
対

す
る
割
合
は
初
め
て
４
割
を
超
え
、
４

年
制
大
学
全
体
の
進
学
者
も
78
％
と
昨

年
度
を
上
回
り
、
こ
こ
10
年
の
な
か
で

最
も
高
い
割
合
と
な
り
ま
し
た
。
大
学

入
学
共
通
テ
ス
ト
の
導
入
を
初
め
と
す

る
大
学
入
試
改
革
や
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

不
透
明
感
の
漂
う
社
会
状
況
と
も
相

俟
っ
て
、
現
役
合
格
志
向
が
強
ま
っ
て

い
る
こ
と
が
本
校
で
も
窺
え
る
数
字
か

と
思
い
ま
す
。
他
方
、
浪
人
生
は
40
名

と
前
年
度
よ
り
増
え
ま
し
た
が
、
自
己

の
進
路
希
望
を
叶
え
る
べ
く
、
捲
土
重

来
を
期
し
て
い
ま
す
。

▼
在
校
生
の
現
況

　

現
３
学
年
は
、
数
次
の
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
拡
大
の
波
を
受
け
、
休
校
措
置

や
分
散
登
校
な
ど
、
１
年
半
余
り
に

渡
っ
て
、授
業
を
初
め
学
校
生
活
で
様
々

な
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
は
進
路
志

望
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
、
99
％
以
上

に
あ
た
る
１
９
４
名
が
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
に
出
願
し
ま
し
た
。
様
々
な
制

約
が
あ
る
中
で
、
第
１
志
望
突
破
の
た

め
に
日
々
の
授
業
に
励
ん
で
い
る
と
い

う
現
状
で
す
。

▼
進
路
実
現
の
た
め
に

　
「
主
体
的
・
対
話
的
・
深
い
学
び
」
が
、

現
在
進
行
し
て
い
る
入
試
改
革
の
キ
ー

ワ
ー
ド
の
１
つ
で
す
。
岳
南
会
員
の
皆

様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
実
施

す
る
折
々
の
進
路
行
事
は
、
今
年
も
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
変
更
し
た
部
分
が
あ

り
ま
す
が
、
北
高
生
は
逆
境
に
屈
す
る

こ
と
な
く
、
主
体
的
に
自
己
の
将
来
像

を
探
究
し
て
い
く
は
ず
で
す
。
本
校
は

今
年
創
立
１
２
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

長
い
伝
統
に
培
わ
れ
て
き
た
本
校
の
岳

南
会
員
皆
様
に
よ
る
後
輩
生
徒
へ
の
ご

支
援
を
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

進
路
指
導
係　

阿
藤　

正
彦

私 立 大 学 合 格 者 数
大 学 名 現 過 計
酪 農 学 園 1
国 際 医 療 福 祉 7 1 8
白 鴎 1 1
群 馬 パ ー ス 1 1
群 馬 医 療 福 祉 1 1
高 崎 健 康 福 祉 2 2
埼 玉 医 科 1 1
埼 玉 工 業 1 1
尚 美 学 園 1 1
駿 河 台 1 1
西 武 文 理 1 1
東 京 国 際 1 1
東 都 医 療(東 都) 1 1
獨 協 1 1 2
日 本 医 療 科 学 1 1
文 教 10 10
神 田 外 語 1 1
淑 徳 1 1
秀 明 1 1
千 葉 工 業 9 9
千 葉 商 科 1 1
麗 澤 3
青 山 学 院 6 1 7
桜 美 林 3 3
大 妻 女 子 1 1
学 習 院 1 1
北 里 10 4 14
杏 林 1 1 2
慶 応 義 塾 4 2 6
工 学 院 4 4
國 學 院 1 1
国 士 舘 3 3
駒 澤 4 4
産 業 能 率 3 3
芝 浦 工 業 9 1 10
実 践 女 子 3 3
順 天 堂 1 1
上 智 2 1 3
成 蹊 1 1
成 城 1 1
専 修 14 5 19
創 価 1 1
大 正 1 1
大 東 文 化 6 6
玉 川 1 1
多 摩 美 術 1 1
中 央 12 2 14
津 田 塾 3 3
帝 京 2 2
東 海 4 4
東 京 医 療 保 健 1 1
東 京 家 政 4 4
東 京 経 済 1 1
東 京 工 科 6 6
東 京 女 子 医 科 1 1
東 京 電 機 3 2 5
東 京 都 市 1 1
東 京 農 業 7 7
東 京 福 祉 2 2
東 京 理 科 5 1 6
東 邦 3 3
東 洋 11 3 14

国 立 大 学 合 格 者 数
大 学 名 現 過 計
帯 広 畜 産 1 1
北 海 道 1 1
北 見 工 業 1 1
岩 手 1 1
東 北 1 1
山 形 1 1
茨 城 4 4
筑 波 4 4
宇 都 宮 1 1
群 馬 3 3
埼 玉 3 3
千 葉 2 2
お 茶 の 水 女 子 1 1
東 京 海 洋 1 1
東 京 学 芸 1 1
東 京 農 工 3 3
一 橋 1 1
横 浜 国 立 1 1
上 越 教 育 2 2
新 潟 3 1 4
富 山 4 3 7
金 沢 2 2
信 州 11 1 12

（人文） 3 1 4
（教育） 3 3
（経法） 1 1
（理） 2 2
　（医）  
（工） 1 1
　（農）  
（繊維） 1 1

静 岡 2 2
名 古 屋 1 1 2
豊 橋 技 術 科 学 2 2
三 重 1 1
京 都 1 1
京 都 教 育 1 1
京 都 工 芸 繊 維 1 1
大 阪 1 1
神 戸 1 1
公立大学／準大学合格者数
大 学 名 現 過 計
秋 田 県 立 1 1
山形県立保健医療 1 1
群 馬 県 立 女 子 1 1
高 崎 経 済 1 1
前 橋 工 科 2 2
埼 玉 県 立 2 2
東 京 都 立 1 1
横 浜 市 立 1 1
神奈川県立保健福祉 1 1
新 潟 県 立 1 1
長 岡 造 形 2 2
富 山 県 立 1 1
石 川 県 立 1 1
石 川 県 立 看 護 1 1 2
都 留 文 科 2 1 3
長 野 県 立 1 1
静 岡 県 立 1 1
静 岡 文 化 芸 術 1 1
福 知 山 公 立 1 1
防 衛 大 学 校 1

日 本 7 4 11
日本獣医生命化学 1
日 本 女 子 1 1
日 本 文 化 1
法 政 10 4 14
武 蔵 野 3 3
武 蔵 野 美 術 4 4
明 星 2 2
明 治 5 7 12
明 治 学 院 1 1
立 教 4 1 5
立 正 1 1
和 光 1 1
早 稲 田 2 6 8
麻 布 1 1
神 奈 川 5 5
神 奈 川 工 科 2 2
鎌 倉 女 子 1 1
関 東 学 院 1 1
フ ェ リ ス 女 学 院 1 1
新 潟 医 療 福 祉 3 3
新 潟 工 科 2 2
金 沢 学 院 1 1
金 沢 工 業 11 1 12
佐 久 3 3
長 野 保 健 医 療 1 1
松 本 1 1
松 本 歯 科 1
常 葉 2 2
愛 知 1 1
愛 知 学 院 1 1 2
金 城 2 2
中 京 1 1
中 部 1 1
豊 田 工 業 1 1
日 本 福 祉 1 1
南 山 1 1
京 都 外 語 2 2
京 都 文 教 1 1
同 志 社 1 1 2
立 命 館 5 3 8
龍 谷 2 2
関 西 1 1
近 畿 3 3
関 西 学 院 3 3
外 国 大 学 等 合 格 者 数
大 学 名 現 過 計

0 0 0
私 立 短 大 合 格 者 数
大 学 名 現 過 計

0 0 0
専 修･各 種 学 校 合 格 者 数
学 科 系 統 現 過 計
医 療 系 0 0 0
そ の 他 2 0 2
就 職

現 過 計
民 間 企 業
国 家 公 務 員
地 方 公 務 員
団 体 職 員
自 営

計 0 0 0



岳南会ニュース第32号 （8）

編

集

後

記

　

山
々
の
紅
葉
の
盛
り
も
過
ぎ
、

里
々
に
霜
の
降
り
る
11
月
末
日
、
岳

南
会
ニ
ュ
ー
ス
第
32
号
の
最
後
の
校

正
を
終
え
、
ホ
ッ
と
一
息
入
れ
て
お

り
ま
す
。
初
め
て
岳
南
会
ニ
ュ
ー
ス

の
係
に
な
り
、
何
を
し
て
良
い
か
ほ

と
ん
ど
わ
か
ら
ず
、
周
囲
の
ア
ド
バ

イ
ス
に
従
い
な
が
ら
、
９
月
辺
り
か

ら
や
っ
と
原
稿
の
依
頼
を
始
め
ま
し

た
。
期
限
に
遅
れ
ず
校
了
で
き
ま
し

た
の
も
、
玉
稿
を
お
寄
せ
頂
い
た
皆

様
の
お
か
げ
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
現
在
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
勢
い
は
お
さ
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
岳
南
会
ニ
ュ
ー
ス
が
お
手
元
に

届
く
頃
、
そ
の
勢
い
が
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
全
く
予
測
の
つ
か
な
い
状

況
で
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で

も
容
赦
な
く
時
は
流
れ
、
当
然
、
令

和
４
年
度
大
学
入
試
は
始
ま
り
ま
す

し
、
高
校
再
編
の
動
き
、
ス
ー
パ
ー

探
究
校
と
し
て
の
取
り
組
み
な
ど
も
、

歩
を
止
め
る
こ
と
な
く
進
ん
で
行
き

ま
す
。
今
号
で
は
、
そ
の
２
つ
に
つ

い
て
報
告
致
し
ま
し
た
が
、
会
員
の

皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

来
る
令
和
４
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、

ま
た
母
校
に
と
っ
て
実
り
多
い
年
と

な
る
こ
と
を
祈
念
し
な
が
ら
、
係
か

ら
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

 ◆対面式・新入生オリエンテーション・
　 班活説明会・生徒総会

　昨年に引き続きコロナウィルス感染拡大の影響を受け、全校一斉の行事は
ZOOMを活用して行われました。
運営においては、接続など比較的スムーズに実施できました。コロナウィルス
の感染拡大の収束が見えない中、最大限できることを模索しながらの行事運営
となりました。

 ◆強歩大会
　2年ぶりの強歩大会の開催となりました。
天候にも恵まれ、全長約20kmのコースを完歩目指して取り組みました。アッ
プダウンのある険しいコースでありましたが、生徒たちは一生懸命に取り組ん
でおりました。脚が棒になりながらも、最後はゴールでの達成感を味わうこと
ができ、良い経験になったと思います。

◆高校総体　東信大会・県大会
　各班、日頃の練習の成果を発揮すべく高校総体に挑みました。今後は上位大
会においてより活躍できるように取り組んでいきたいと思います。以下、各班
活動の主な結果です。

・卓 球 班　2－2 今井亮太　北信越大会出場   
・水 泳 班　3－1 甘利一真　3－5 成田空央　1－5 神尾功汰
　　　　 　 1－5 高栁愛佳　北信越大会4名出場
・地 学 班　3－5宮内大樹　全国総文祭出場
・吹奏楽班　全国総文祭出場　など

 ◆日輪祭
　コロナ感染対策を講じながら、4日間の日程で行いました。
　前夜祭、保護者限定公開（模擬店・クラス展示・文化班発表など）、合唱コン
クール、そして後夜祭と、企画した内容を全て実施することができました。
　準備段階で様々な苦難に直面する中ではありましたが、生徒会役員生徒を中
心に最大行事である日輪祭を見事成功させました。

令 和 ３ 年 度 生 徒 会 行 事

4月

4月・6月

6月


